
特殊な調査資料・筆界の不整合事例



内容 公文書館資料（任意座標）

地籍調査の画地形状と面積根拠

展開方法

分譲地での筆界不整合

地図と現地不整合画地調整事例



公文書館資料その1



公文書館資料その2



任意座標の展開



展開事例①

作業手順

①任意座標展開

②反転

③接合



展開事例②

作業手順

①90度回転

②準拠点で配置

③形状および辺⾧点検



面積比較検証

登記面積=546.00㎡

地籍面積=545.39㎡



分筆ラインと分譲敷地が著しく相違している事例



地図と現地不整合画地調整事例
周辺土地の地積測量図が無
いため、隣地現況補足を行い
現況一致点を探索し整合性
を確保した事例

地図情報等の読取座標のみ
をもって、復元することは危険
であり、周辺の現況との整合
性を確認することも必要な場
合もある。

地図によっては並行ずれを生じ
ている場合があり、申請地隣
接に構造物がないにも関わら
ず地図読取のみを採用して分
筆登記が行われ、その後周辺
土地と不整合が発生した事例
も見受けられるため注意が必
要である。



ありがとうございます


